
オリンピック・パラリンピックで地域はどう変わる？
　旅（外出）することで、「人にやさしい町づくり」の初めの一歩が始まります。
　障がい者や高齢者が訪れた地で、「この場所がこうになっていたら」、「こうしてくれたら」
と提案をし、それが原動力となって変化を生み、人にやさしい町へ近づいていくのです。
　2020年には、高齢化率29パーセントとなり、旅行困難者が続出するといわれています。
誰もが旅をはじめとした外出の楽しみを享受し、生き生きとした暮らしを送りたいものです。
　オリンピック・パラリンピックを一つのきっかけとして、国や地方行政をはじめ、企業や団
体等が動き始め、「人にやさしい町づくり」は大きく前進しようとしています。
　WHO（世界保健機関）が掲げるインクルーシブ（inclusive=包括的）な変化を遂げるため
に、様々な取り組みや情報を関係者と皆さんが一緒に話し合うフォーラムの開催です。
　みんなでインクルーシブな「人にやさしい町づくり」を応援しましょう！

東京ユニバーサルツーリズム
フォーラム参加者募集!

NPO法人 東京ユニバーサルツーリズムセンター

講演1.	国土交通省総合政策局　安心生活政策課課長　松本勝利氏
	 オリンピック・パラリンピックに向けて　ユニバーサルデザインの取り組み
講演2.	日本パラリンピック委員会事務局長　中森邦男氏
	 オリンピック・パラリンピックの取り組みと現状
講演3.	中央大学研究開発機構教授　秋山哲男氏
	 オリンピック・パラリンピックで地域はどう変わる

「情報技術と福祉の連携で
人にやさしい町づくり」

【パネラー】
1.		ユニバーサルツーリズム促進事業について
	 観光庁観光産業課
2.		江東区の取り組み　江東区
3.		観光を応援する情報技術
	 NTTサービスエボリューション研究所
4.		バリアーを技術で支援する
	 株式会社パスコ　中央事業部技術センターシステム技術推進室

5.		地域のネットワークが町と人とを変えてゆく
	 NPO法人日本UT推進ネットワーク

【日時】	2015年12月15日（火）13：00～17：00予定	（受付12：30～）
【場所】	江東区豊洲文化センター	シビックセンターホール

TEL：03-3536-5061

プログラム

第1部　基調講演	「情報技術と福祉の連携で人にやさしい町づくり」 第2部　パネルディスカッション

●英国はオリ・パラで何をもたらしたか？
●IPC（国際パラリンピック委員会）によるアク
セシビリティ・ガイドの日本版がどこまで街
を変えるか？	
●オリ・パラで東京がどこまで変わるか？

大学で教える傍ら、日本福祉のま
ちづくり学会会長として、公共交
通機関や町のユニバーサル化に
尽力を尽くしている。

参加無料
先着順

300人


